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一　

は
じ
め
に

今
日
の
ド
イ
ツ
の
政
党
政
治
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、「
二
大
政
党
の
凋
落
、
小
政
党
の
躍
進
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
民

主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
い
う
二
つ
の
国
民
政
党
（V

olkspartei

）
の
連
邦
議
会
選
挙
に
お
け
る

一
五
九



合
計
得
票
率
は
、
か
つ
て
八
〇
％
を
超
え
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
急
激
に
低
下
し
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は

六
九
・
四
％
、
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
五
六
・
八
％
と
過
去
最
低
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
直
近
の
二
〇
一
三
年
連
邦
議
会
選
挙
で

は
六
七
・
二
％
と
持
ち
直
し
て
い
る
と
は
い
え
、
か
つ
て
の
水
準
に
は
程
遠
い
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
緑

の
党
、
左
派
党
と
い
う
三
つ
の
小
政
党
が
躍
進
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
党
間
関
係
の
全
体
、
す
な
わ
ち
政

党
シ
ス
テ
ム
も
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
小
政
党
の
中
で
も
特
に
左
派
党
に
注
目
す
る
。
左
派
党
は
、
東
ド
イ
ツ
の
支
配
政
党
で
あ
っ
た
社
会
主
義
統
一
党

（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
の
後
継
政
党
で
東
ド
イ
ツ
地
域
を
支
持
基
盤
と
す
る
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
と
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（G

erhard S
chröder

）
政

権
の
新
自
由
主
義
的
な
構
造
改
革
路
線
に
反
発
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
左
派
グ
ル
ー
プ
や
労
働
組
合
の
人
々
に
よ
り
西
ド
イ
ツ
地
域
で
設
立
さ
れ
た

「
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め
の
選
挙
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）
が
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の
選
挙
協
力
を
経
て
、

二
〇
〇
七
年
に
正
式
に
合
併
し
た
こ
と
で
、
全
ド
イ
ツ
地
域
に
基
盤
を
有
す
る
政
党
へ
と
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
左
派
党
は
、
政
党
合

併
に
よ
っ
て
支
持
拡
大
に
成
功
し
、
政
党
シ
ス
テ
ム
に
確
固
と
し
た
足
場
を
築
き
上
げ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

政
党
研
究
お
よ
び
政
党
シ
ス
テ
ム
研
究
は
政
治
学
の
中
で
も
比
較
的
長
い
歴
史
を
も
つ
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
（M

air 1990, 1997; W
are 

1995; W
olinetz 1998; G

unther 2002

）、
日
本
で
も
政
党
に
焦
点
を
絞
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
川
人
ほ
か 

2011

）、
政
党
合
併
と
い
う
事
象
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
日
本
の
政
党
政
治
を
顧
み
て
も
わ
か

る
通
り
、
政
党
合
併
は
政
党
政
治
の
展
開
に
お
い
て
鍵
を
握
る
事
象
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
左
派
党
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
政
党
合
併
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
た
い
。
政
党
合
併
を
論
じ
る

場
合
、
大
き
く
見
れ
ば
、
三
つ
の
視
点
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
な
ぜ
合
併
を
行
う
の
か
、
第
二
に
、
い
か
に
し
て
合
併
プ
ロ
セ
ス
を

一
六
〇



ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

進
め
る
の
か
、
第
三
に
、
政
党
合
併
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
左
派
党
の
政
党

合
併
を
こ
の
三
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
る
が
、
と
く
に
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
力
点
を
置
い
て
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
際
、
リ
ー
ズ

（C
harles L

ees
）
ら
が
提
起
し
た
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み
を
参
照
す
る
（L

ees et al. 2010

）。

二　

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み

リ
ー
ズ
ら
は
、
組
織
行
動
に
関
す
る
ス
コ
ア
ー
マ
ン
（F

. D
avid S

choorm
an

）
ら
の
研
究
（S

choorm
an et al. 1996, 2007

）
と
セ
ル
バ

（M
ark A

. S
erva

）
ら
の
研
究
に
基
づ
き
（S

erva et al. 2005

）、
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み
を
提
起
し
て
い
る
（L

ees et al. 

2010

）。
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
は
、
政
党
指
導
部
が
政
党
合
併
を
決
断
し
た
後
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
政
党
指
導
部
が
合
理
的
判
断
に
基
づ
い
て
政
党
合
併
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
は
所
与
の
前
提
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
ｏ
ｗ

の
問
題
に
専
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
Ｗ
ｈ
ｙ
の
問
題
は
扱
わ
な
い
と
す
る
。

合
併
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
鍵
と
な
る
の
は
信
頼
構
築
で
あ
る
。
信
頼
は
、
相
互
信
頼
（m

utual trust

）
と
互
恵
的
信
頼
（reciprocal 

trust

）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
相
互
信
頼
は
補
完
的
で
は
あ
る
が
静
態
的
で
あ
る
一
方
で
、
互
恵
的
信
頼
は
交
換
関
係
か
ら
生
ま
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
観
察
さ
れ
る
行
動
に
合
わ
せ
て
態
度
や
戦
略
が
調
整
さ
れ
る
（
図
1
を
参
照
）。

出
発
点
と
し
て
、
合
併
に
関
係
す
る
政
党
指
導
部
間
の
相
互
信
頼
の
存
在
が
設
定
さ
れ
、
こ
の
指
導
部
間
の
相
互
信
頼
を
基
礎
と
し
て

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
は
開
始
さ
れ
る
。
開
始
さ
れ
た
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
鍵
を
握
る
の
は
、
関
係
す
る
政
党
の
間
に
互
恵
的
信

頼
を
構
築
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
互
恵
的
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
や
行
動
、
第
二
に
、
そ

の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
や
行
動
を
可
能
に
す
る
制
度
的
環
境
が
必
要
と
な
る
。

一
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政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
と
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
の
二
者
が
設
定
さ
れ

る
。
実
際
の
政
党
組
織
に
お
い
て
は
、
前
者
は
政
党
指
導
部
、
後
者
は
作
業
部
会
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
際
の
場
面
で
は
、

何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
は
両
者
に
重
複
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
機
能
的
に
見
れ
ば
、
政
党
指
導
部
が
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
を
行
い
、

作
業
部
会
が
合
併
に
関
す
る
実
務
的
作
業
を
行
う
も
の
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
後
、
政
党
指
導
部
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
行
う
決
定
・
行
動
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
作
業
部
会
の
進
め
る
業
務
に
対
す
る
監
視
（m

onitoring

）
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
作
業
部
会
に
対
し
て
、

任
せ
る
仕
事
量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
規
則
作
成
や
政
策
的
問
題
の
調
整
な
ど
の
よ
り
困
難
を
伴
う
仕
事
も
任
せ
る
こ
と

（delegation

）
で
あ
る
。

次
に
作
業
部
会
で
あ
る
が
、
政
党
指
導
部
間
で
は
相
互
信
頼
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
合
併
に
関
係
す
る
政
党
の
作
業
部

会
の
間
で
は
相
互
信
頼
は
必
ず
し
も
前
提
条
件
に
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
は
、
実
務
作
業
を
行
う
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
の
間
に

も
相
互
信
頼
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
作
業
は
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
後
、
作
業
部
会
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
行
う
決
定
・
行
動
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
業
務
の
成
果
・
帰
結
に
関
す
る
話
し
合
い
や
、
規
則
作
成
や
日
程
調
整
な
ど
の
手
続
き
に
関
す
る
や
り
と
り
の
場
面
で
、
そ
れ

ら
を
公
式
化
す
る
作
業
（form

alisation activities

）
の
程
度
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
政
党
指
導
部
お
よ
び
作
業
部
会
の
業
務

範
囲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
活
動
（scope control activities

）
を
低
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
式
化
す
る
作
業
と
業
務
範
囲
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
活
動
は
、
Ｔ
1
の
時
点
で
は
作
業
部
会
の
活
動
を
保
護
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
回
避
活
動
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
後
Ｔ
2
の
時

点
で
互
恵
的
信
頼
が
構
築
さ
れ
て
く
る
と
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
必
要
性
は
低
く
な
る
。

一
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図 1　互恵的信頼の概念枠組み

出所（Lees et al. 2010: 1302）

図 2　政党合併プロセスの分析枠組み

T1 T2

出所（Lees et al. 2010: 1304）
一
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合
併
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
が
起
き
る
制
度
的
環
境
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

Ｔ
1
の
時
点
で
は
、
監
視
、
公
式
化
、
範
囲
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
活
動
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
制
度
的
環
境
と
し
て
、
第
一
に
、
政

党
指
導
部
と
作
業
部
会
の
間
の
明
確
な
階
層
性
が
見
ら
れ
、
第
二
に
、
委
ね
ら
れ
る
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
各
ア
ク
タ
ー
内
お
よ
び
ア
ク

タ
ー
間
で
明
確
な
線
引
き
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
Ｔ
2
の
時
点
で
互
恵
的
信
頼
が
構
築
さ
れ
て
く
る
と
、
作
業
部
会
へ
の
業
務
移
管
が
さ

ら
に
進
み
、
業
務
内
容
に
関
す
る
線
引
き
も
よ
り
緩
や
か
と
な
り
、
結
果
的
に
両
ア
ク
タ
ー
の
活
動
範
囲
も
広
く
な
る
（
図
2
を
参
照
）。

三　

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
後
に
急
速
に

接
近
し
、
六
月
九
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
両
党
の
最
初
の
公
式
会
合
を
行
い
、
将
来
の
政
党
合
併
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
政
党
合
併
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
両
党
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
論
じ
る
。

そ
の
後
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
決

定
・
行
動
を
行
う
制
度
的
環
境
が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
政
治
的
状
況

Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
、
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
第
二
票
で
は
四
・
〇
％
の
得
票
率
し
か
上
げ
ら
れ
ず
、
か
つ
小
選
挙
区
議
席
で

も
二
議
席
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
合
計
の
議
席
数
も
二
議
席
の
み
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
選
挙
制
度
で
は
（
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
「
小
選
挙
区
制
を
加
味
し
た
比
例
代
表
制
」
と
言
わ
れ
る
）、
小
政
党
の
乱
立
を

一
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防
ぐ
た
め
に
「
五
％
阻
止
条
項
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
票
（
政
党
へ
の
投
票
）
の
得
票
率
が
全
国
集
計
で
五
％
を
超
え

る
か
、
あ
る
い
は
小
選
挙
区
で
三
議
席
以
上
獲
得
で
き
な
か
っ
た
政
党
は
、
議
席
の
比
例
配
分
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
こ
の
阻
止
条
項
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
第
二
票
の

四
・
〇
％
分
の
議
席
配
分
に
与
る
こ
と
が
で
き
ず
、
小
選
挙
区
で
獲
得
し
た
二
議
席
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の
惨
敗
を
受
け
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
で
は
激
し
い
党
内
対
立
が
発
生
し
て
混
乱
に
陥
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
八
月

に
党
首
が
ツ
ィ
マ
ー
（G

abi Z
im

m
er

）
か
ら
ビ
ス
キ
ー
（L

othar B
isky

）
に
交
代
し
た
こ
と
で
、
党
内
の
混
乱
は
よ
う
や
く
収
束
の
方
向

に
向
か
っ
た
。
同
年
一
〇
月
に
新
綱
領
が
策
定
さ
れ
る
中
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
で
は
、
将
来
的
な
党
の
展
望
に
つ
い
て
も
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

確
か
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
一
定
の
支
持
基
盤
を
獲
得
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
東
ド
イ
ツ
地
域
の
二
つ
の
州

議
会
選
挙
（
六
月
一
三
日
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
議
会
選
挙
と
九
月
一
九
日
の
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
）
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
上
回
る
得
票
率
を
上
げ
、

東
ド
イ
ツ
地
域
の
い
く
つ
か
の
市
町
村
で
は
政
権
参
加
も
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
政
治
活
動
を
展
開
す
る
た

め
に
は
連
邦
議
会
で
十
分
な
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
東
ド
イ
ツ
地
域
の
約
三
倍
の
人
口
を
抱
え

る
西
ド
イ
ツ
地
域
に
支
持
基
盤
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
五
月
に
行
わ
れ
た
西
ド
イ
ツ
地
域
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
〇
・
九
％

の
得
票
率
し
か
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
惨
敗
し
た
。
し
か
も
、
同
州
議
会
選
挙
に
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
新
自
由
主
義
路
線
に
反
発
し

た
労
働
組
合
メ
ン
バ
ー
や
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
離
党
し
た
人
々
が
結
成
し
た
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
も
参
加
し
、
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ

を
上
回
る
二
・
二
％
の
得
票
率
を
得
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
指
導
部
は
従
来
の
方
針
の
転
換
を
決
断
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
政
治
的
出
自
や
歴
史
、
人
材
、

一
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資
源
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
地
域
に
独
自
の
党
組
織
を
設
け
て
支
持
基
盤
の
構
築
を
図
っ
て
も
成
功
す
る
見
込
み
は
低
い
た
め
、

む
し
ろ
西
ド
イ
ツ
地
域
で
活
動
し
て
い
る
左
派
の
政
党
や
グ
ル
ー
プ
に
歩
み
寄
り
、
将
来
的
な
協
力
関
係
を
築
く
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た

の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
東
ド
イ
ツ
地
域
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
東

ド
イ
ツ
地
域
で
は
第
二
党
の
地
位
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
西
ド
イ
ツ
の
人
々
に
対
し
て
「
東
ド
イ
ツ
地
域
の

政
党
」
と
い
う
認
識
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
西
ド
イ
ツ
地
域
で
の
支
持
基
盤
拡
大
を
よ
り
困
難
に
し
て
い
っ
た
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
政
治
的
状
況

他
方
で
、
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
で
政
権
維
持
に
成
功
し
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
構
造
改
革
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
一
〇
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
一
〇
は
、
前
年
に
ハ
ル
ツ
委
員
会
が
提
出
し
た

報
告
書
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
経
済
、
職
業
教
育
、
税
制
、
雇
用
市
場
、
健
康
保
険
、
年
金
制
度
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ル
ツ
Ⅰ
（
職
業
紹
介
制
度
の
改
革
）
か
ら
ハ
ル
ツ
Ⅳ
（
失
業
保
険
制
度
の
改
革
）
ま
で
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
構
造
改
革
政
策
に
対
し
て
は
、
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
内
か
ら
も
新
自
由
主
義
的
で
あ
る
と
し

て
大
き
な
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
三
月
に
西
ド
イ
ツ
地
域
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
構
造
改
革
路
線
に
反
対
す
る

二
つ
の
運
動
体
が
結
成
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ト
ル
ー
ス
ト
（A

xel T
roost

）、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
元
執
行
部
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ビ
シ
ョ
フ
（Joachim

 

B
ischoff 

）、
サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働
組
合
で
あ
るV

er.di

の
書
記
を
務
め
る
ク
レ
ー
マ
ー
（R

alf K
räm

er

）
を
筆
頭
と
し
て
、
ド
イ
ツ
北
部

お
よ
び
西
部
の
左
派
の
人
々
が
ベ
ル
リ
ン
で
結
成
し
た
「
選
挙
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
二
〇
〇
六
」（W

ahlalternative 2006

）
で
あ
る
。

一
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

も
う
一
つ
は
、
ヘ
ン
デ
ル
（T

hom
as H

ändel

）
や
エ
ル
ン
ス
ト
（K

laus E
rnst

）
な
ど
金
属
産
業
労
組
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
組
合
員
で

Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
員
で
も
あ
る
人
た
ち
が
ド
イ
ツ
南
部
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
立
ち
上
げ
た
「
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

（Initiative für A
rbeit und soziale G

erechtigkeit: A
S
G

）
で
あ
る
。

選
挙
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
二
〇
〇
六
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
通
り
、
二
〇
〇
六
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
連
邦
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
左
側

に
代
替
的
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
対
し
て
左
側
か

ら
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
が
、
両
団
体
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
が
進
め
る
構
造
改
革
路
線
を
阻
止
す
る
点
で
目
的
を

同
じ
に
し
て
い
た
。

両
団
体
は
、
そ
の
後
、
ひ
と
つ
の
団
体
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
合
意
し
、
二
〇
〇
四
年
七
月
三
日
に
社
団
「
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め

の
選
挙
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（W

A
S
G
 e.V

.
）
を
設
立
し
た
。
世
論
調
査
で
連
邦
議
会
選
挙
に
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
政
党
と
し
て
参
加
し
た
場
合
の

得
票
率
と
し
て
一
一
％
と
い
う
数
字
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
正
式
に
政
党
と
し
て
組
織
化
す
る
こ

と
へ
の
支
持
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
同
年
一
一
月
二
一
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
代
議
員
大
会
で
は
、
政
党
を
設
立
し
て
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
政
党
と
し
て
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
設

立
さ
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
五
月
に
行
わ
れ
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は
二
・
二
％
の
得
票
率
に
終

わ
り
、
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
連
邦
議
会
選
挙
へ
の
参
加
も
視
野
に
収
め
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
州
議
会
選
挙
で
惨
敗
し
た
こ
と
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
指
導
部
は
戦
略
を
練
り
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
の
二
日
後
に
は
、
一
九
九
九
年
以
降
に
政
界
の
要
職
か
ら
離
れ
て
い
た
ラ
フ
ォ

一
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ン
テ
ー
ヌ
（O

skar L
afontaine

）
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
離
党
し
て
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
に
合
流
し
た
。
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
は
、
社
会
を
解
体
に
向
か
わ
せ
る

よ
う
な
既
存
政
党
の
政
策
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合
員
や
社
会
民
主
党
員
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
、
そ
し
て
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
合
流
し
て
新
し
い

左
派
政
党
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
自
身
が
そ
の
新
し
い
左
派
政
党
の
筆
頭
候
補
者
に
な

る
用
意
が
あ
る
と
も
発
言
し
た
。

い
ま
だ
国
民
的
人
気
が
高
く
、
西
ド
イ
ツ
地
域
だ
け
で
な
く
東
ド
イ
ツ
地
域
の
左
派
の
人
々
に
も
強
い
影
響
力
を
も
つ
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー

ヌ
が
合
流
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
の
合
併
に
よ
る
新
政
党
設
立
を
唱
え
た
こ
と
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
指
導
部
の
間
で
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
の
合
併
と
い
う
選

択
肢
は
支
持
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
三
）
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
両
党
が
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
の
惨
敗
を
契
機
と
し
て
左
派
政
党
の
合
流
を

模
索
す
る
な
か
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
は
連
邦
議
会
選
挙
を
一
年
前
倒
し
て
二
〇
〇
五
年
秋
に
実
施
す
る
こ
と
を
突
如
発
表
し
た
。
ノ

ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
連
合
政
権
が
敗
北
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
に
よ

る
連
合
政
権
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
連
邦
参
議
院
の
多
数
派
は
野
党
が
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
政
治
運
営
が
困
難
に
陥
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
自
身
の
信
任
案
を
連
邦
議
会
に
否
決
さ
せ
る
こ
と
で
、
連
邦
議
会
を
解
散
し
て
選
挙
に
打
っ

て
出
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
奇
策
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
会
選
挙
ま
で
の
期
間
は
わ
ず
か
四
ヶ
月
弱
と
な
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
に

向
け
た
動
き
は
一
気
に
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

こ
こ
で
、
リ
ー
ズ
ら
が
提
起
し
た
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み
に
立
ち
返
る
と
、
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
る
前
提
と

し
て
、
政
党
指
導
部
の
間
に
相
互
信
頼
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
の
ケ
ー
ス
で
も
、
こ
の
点

は
当
て
は
ま
る
。

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
指
導
部
の
ギ
ジ
（G

regor G
ysi

）
お
よ
び
ブ
リ
ー

（A
ndré B

rie

）
と
の
間
に
は
、
明
ら
か
に
相
互
信
頼
の
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
実
際
、
ギ
ジ
と
ブ
リ
ー
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
頃
、

二
〇
〇
四
年
春
、
二
〇
〇
五
年
四
月
頃
と
、
何
度
も
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
に
対
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
に
対
抗
す
る
た
め
の
新
し
い
左

派
政
党
の
設
立
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
後
、

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は
彼
ら
二
人
の
指
導
の
下
に
連
邦
議
会
選
挙
に
向
け
て
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
公
に
発
言
し
た
。

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
に
よ
る
合
併
推
進
の
発
言
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
の
指
導
部
は
合
併
に
向
け
て
協
議
を
開
始
す
る
こ
と

を
決
議
し
、
二
〇
〇
五
年
六
月
九
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
両
党
間
の
最
初
の
公
式
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
協
議
の
結
果
、
連
邦
議
会
選
挙

で
の
協
力
お
よ
び
将
来
の
政
党
合
併
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
合
意
内
容
は
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
一
方

の
党
の
候
補
者
が
擁
立
さ
れ
て
い
る
選
挙
区
に
は
他
方
の
党
の
候
補
者
は
擁
立
し
な
い
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の

候
補
者
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
候
補
者
リ
ス
ト
に
載
せ
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
リ
ス
ト
上
の
場
所
を
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
に
提
供
す
る
、
二
〇
〇
七
年

ま
で
に
両
党
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
完
了
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
合
意
内
容
は
あ
く
ま
で
も
政
党
合
併
へ
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
合
併
に
向
け
た
よ
り
具
体
的
な
仕

事
は
作
業
部
会
（
お
よ
び
下
位
の
グ
ル
ー
プ
）
に
任
さ
れ
て
い
た
。
作
業
部
会
で
は
、
合
意
内
容
を
よ
り
明
確
に
規
定
し
、
具
体
化
さ
せ
、

補
足
説
明
を
行
う
こ
と
で
、
党
員
の
間
の
誤
解
や
曲
解
を
回
避
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

一
六
九



ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
を
中
心
と
し
て
両
党
の
一
部
指
導
者
の
間
に
は
相
互
信
頼
が
存
在
し
て
い
た
一
方
で
、
両
党
の
そ
の
他
の
政

治
家
や
党
活
動
家
の
間
に
は
明
確
な
相
互
信
頼
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
責
任
者
に
就
く
こ
と
に
な
る
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
ラ
メ
ロ
ウ
（B
odo R

am
elow

）
は
、
二
〇
〇
四
年
春
の
時
点
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は

全
ド
イ
ツ
に
対
す
る
、
真
に
現
実
的
な
解
決
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
同
党
と
の
連
携
は
問
題
外
で
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
て
い
た
。
他
方
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
側
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
に
対
し
て
よ
り
強
い
拒
否
反
応
を
も
つ
党
員
も
多
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
実
質
的
に
東

ド
イ
ツ
の
地
域
政
党
で
あ
る
点
や
、
ベ
ル
リ
ン
市
や
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
連
合
政
権
を
形
成
し
て
い

る
点
な
ど
に
批
判
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
党
指
導
部
以
外
の
間
で
は
合
併
に
関
係
す
る
政
党
の
間
に
相
互
信
用
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
開
始

す
る
上
で
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
は
な
い
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
中
で
互
恵
的
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
リ
ス
ク

を
負
う
よ
う
な
決
定
・
行
動
が
取
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。

両
党
指
導
部
の
合
意
事
項
で
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
候
補
者
リ
ス
ト
に
載
せ
る
た
め
に

Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
リ
ス
ト
上
の
場
所
を
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
に
提
供
す
る
、
と
い
う
合
意
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
候
補
者
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
の

は
各
州
の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
党
組
織
で
あ
り
、
そ
の
作
業
は
実
質
的
に
は
党
指
導
部
か
ら
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
作
業
部
会
に
と
っ
て
、
候
補
者
リ
ス
ト
で
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
を
当
選
可
能
性
の
あ
る
位
置
に
記
載
す
る
か
否
か
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ

の
地
方
組
織
の
決
定
に
委
ね
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
リ
ス
ク
を
負
う
行
為
を
意
味
す
る
。

他
方
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部
会
も
、
党
名
を
変
更
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
を
取
っ
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
地
域
の
党
員

や
支
持
者
に
と
っ
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
い
う
党
名
は
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
強
い
愛
着
を
も
つ
者
も
多
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
か
ら
他
の
党
名
へ

一
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

変
更
す
る
こ
と
で
、
同
党
が
育
ん
で
き
た
ブ
ラ
ン
ド
的
価
値
が
失
わ
れ
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
強
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部
会
は
、
党
名
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ
か
ら
左
派
党
へ
改
称
す
る
こ
と
は
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
に
対
し
て
、
合
併
す
る
政
党
が
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
党
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
政
党
で
あ
る
こ
と
を
示
す
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

結
局
、
連
邦
議
会
選
挙
前
の
七
月
一
七
日
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
政
党
名
を
左
派
党
│
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（D

ie L
inkspartei.P

D
S

）
へ
と
改
称
し
、
西
ド

イ
ツ
地
域
で
は
任
意
で
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
外
し
て
左
派
党
（D

ie L
inkspartei

）
だ
け
に
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
。

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
は
、
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
の
相
互
信
頼
を
基
礎
に
開
始
さ
れ
、

そ
の
具
体
的
な
仕
事
は
作
業
部
会
へ
と
委
譲
さ
れ
て
い
っ
た
。
政
党
指
導
部
の
間
で
合
併
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
の
大
枠
が
決
定
さ
れ
た

後
、
具
体
的
な
部
分
に
関
し
て
の
交
渉
は
作
業
部
会
で
行
わ
れ
た
。
両
党
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
当
初
の
作
業
部
会
は
比
較
的
少
数
の

党
幹
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
党
指
導
部
に
よ
る
監
視
は
必
然
的
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会

選
挙
の
候
補
者
リ
ス
ト
作
成
の
場
面
で
も
、
党
指
導
部
が
作
業
部
会
（
地
方
の
党
組
織
）
の
行
動
を
監
視
し
拘
束
す
る
よ
う
な
こ
と
は
抑

制
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
お
よ
び
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部
会
は
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
を
取
る
こ
と
で
、
互
恵
的
信
頼

の
醸
成
を
図
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
五
年
九
月
二
七
日
に
実
施
さ
れ
た
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
左
派
党
│
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
全
国
レ
ベ
ル
で
八
・
七
％
の
得
票
率
を
上
げ
て

五
四
議
席
を
獲
得
し
、
緑
の
党
を
上
回
っ
て
第
四
党
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
。
五
四
議
席
の
う
ち
約
三
分
の
一
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
で

あ
り
、
ま
た
半
数
以
上
の
議
員
は
西
ド
イ
ツ
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
東
西
別
の
得
票
率
を
見
る
と
、
東
ド
イ
ツ
地
域
に
お
い
て
は

八
・
四
％
増
の
二
四
・
三
％
に
達
し
、
西
ド
イ
ツ
地
域
で
も
五
％
に
迫
る
四
・
九
％
を
記
録
し
た
。

二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
後
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
交
渉
は
、
政
策
合
意
や
組
織
構
造
な
ど
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
へ
と
進

一
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ん
で
い
っ
た
。
こ
う
し
た
調
整
や
妥
協
に
困
難
が
と
も
な
う
仕
事
に
関
し
て
も
、
両
党

指
導
部
は
、
そ
の
解
決
策
の
探
索
を
作
業
部
会
に
任
せ
る
立
場
を
維
持
し
た
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
は
、
両
党
の
政
策
に
関
す
る
作
業
部
会
が
、
将
来
の
新
政
党
の

綱
領
の
基
礎
と
な
る
、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
た
な
左
派
政
党
へ
向
け
た
政
策
的
考
察
」

と
題
す
る
文
章
を
公
表
し
た
。

新
政
党
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
人
的
配
置
に
関
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部

会
は
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
を
下
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
政
党
の
執
行
部
の
構
成
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
党
と
し
て
の
規
模
の
違
い
（
例
え
ば
党
員
数
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
約
五
倍
）
を
超
え
て
、
両
党
に
平
等
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
新
政
党
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
を
乗
っ
取
る
か
た
ち
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
両
党
の

合
同
委
員
会
が
発
表
し
た
文
章
で
は
、
新
政
党
が
二
〇
〇
八
年
に
行
う
党
大
会
の
代
議

員
に
関
し
て
、
一
六
州
の
党
組
織
か
ら
州
の
規
模
に
比
例
す
る
か
た
ち
で
一
六
〇
人
を

選
び
、
一
〇
の
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
組
織
か
ら
一
七
〇
人
を
、
同
じ
く
東
ド
イ
ツ
地
域

の
党
州
組
織
か
ら
も
一
七
〇
人
を
選
出
す
る
と
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
三
月
二
四
日
お
よ
び
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
党
大
会
で
、
新
政
党
の
政

策
や
党
組
織
構
造
に
関
す
る
案
に
つ
い
て
討
議
と
表
決
が
行
わ
れ
、
同
年
六
月
一
七
日

表 1　二〇〇五年連邦議会選挙結果

政党
得票率

議席数
全ドイツ 西ドイツ地域 東ドイツ地域

CDU/CSU 35.2%
（－3.3%）

37.4%
（－3.4%）

25.3%
（－3.0%）

226
（－22）

SPD 34.2%
（－4.3%）

35.1%
（－3.2%）

30.4%
（－9.3%）

222
（－29）

FDP 9.8%
（＋2.4%）

10.2%
（＋2.6%）

8.0%
（＋1.6%）

 61
（＋14）

緑の党 8.1%
（－0.5%）

8.8%
（－0.6%）

5.2%
（＋0.5%）

 51
（－4）

左派党 -PDS 8.7%
（＋4.7%）

4.9%
（＋3.8%）

24.3%
（＋8.4%）

 54
（＋52）
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

に
正
式
に
左
派
党
（D

ie L
inke

）
が
結
成
さ
れ
た
。

四　

政
党
合
併
の
効
果

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
両
党
が
合
併
し
た
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
政
党
の
基
礎
体
力
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
党
員
構
造
に
つ
い
て
、
党
員
数
の
側
面
か
ら
確
認
す
る
。
表
2
は
、
二
〇
〇
六
年
ま

で
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
合
計
党
員
数
、
二
〇
〇
七
年
は
左
派
党
の
合
計
党
員
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
党
員
数
の
発
展
を
見
る
と
、
一
九
九
〇
年

に
二
八
万
人
を
数
え
て
い
た
党
員
数
が
一
九
九
一
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
急
落
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旧
Ｓ
Ｅ
Ｄ
時
代
の
党
員
が
ド
イ

ツ
統
一
後
に
党
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
減
少
傾
向
も
穏
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
党
員
数

の
漸
次
的
減
少
は
、
ド
イ
ツ
の
全
て
の
政
党
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
と
り
わ
け
党
員
数
の
減
少
に
苛
ま
れ
て
い

る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
正
式
合
併
し
た
二
〇
〇
七
年
に
は
、
一
八
・
八
％
増
加
し
て
党
員
数
は
七
万
人
を
超
え
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
多
い
党
員
数
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
党
員
数
の
増
加
は
、
主
に
西
ド
イ
ツ
地
域
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
党
員
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
州
ご
と
の
党
員
数
の
発
展
も
見
て
お
こ
う
。
表
3
に
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
州
ご

と
の
党
員
数
の
発
展
が
示
さ
れ
て
い
る
。
色
の
つ
い
て
い
る
州
が
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
西
ド
イ

ツ
地
域
で
の
基
盤
形
成
に
い
か
に
失
敗
し
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
最
大
の
人
口
を
抱
え
、
か
つ
て
は
石
炭
と

鉄
鋼
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
は
、
伝
統
的
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
金
城
湯
池
で
あ
り
左
派
政
党
に

と
っ
て
は
勢
力
を
伸
ば
す
土
壌
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
党
員
数
は
一
〇
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
い
た
が
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
と
合

一
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表
2
　
左
派
党
の
党
員
数
の
発
展
（
全
国
集
計
）

年
1990

1991
1992

1993
1994

1995
1996

1997
1998

1999
2000

2001
2002

2003
2004

2005
2006

2007
党

員
数

280,882
172,579

146,742
131,406

123,751
114,940

105,029
98,624

94,627
88,594

83,475
77,845

70,805
65,753

61,385
61,270

60,338
71,711

増
減

─
－

38.6
－

15.0
－

10.5
－

5.8
－

7.1
－

8.6
－

6.1
－

4.1
－

6.4
－

5.8
－

6.7
－

9.0
－

7.1
－

6.6
－

0.2
－

1.5
18.8

出
所

（
N
iederm

ayer 2009: 2）

表
3
　
左
派
党
の
党
員
数
の
発
展
（
州
ご
と
）

1990
1991

1992
1993

1994
1995

1996
1997

1998
1999

2000
2001

2002
2003

2004
2005

2006
2007

バ
ー

デ
ン

＝
ヴ

ュ
ル

デ
ン

ブ
ル

ク
州

109
65

102
188

206
209

266
306

404
410

433
499

470
466

624
681

2,214

バ
イ

エ
ル

ン
州

48
61

102
278

156
225

218
302

398
460

503
524

457
439

601
699

2,374
ベ

ル
リ

ン
市

50,281
31,200

27,062
23,633

22,176
21,373

19,427
18,319

17,316
15,463

14,273
12,558

11,056
10,385

9,423
9,311

8,911
9,105

ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
ク

州
42,662

24,998
22,864

20,679
18,258

17,950
16,962

15,793
14,950

14,271
13,427

12,883
11,597

10,894
10,428

10,178
9,710

9,319
ブ

レ
ー

メ
ン

市
80

87
122

50
97

110
112

137
169

199
188

197
160

158
168

195
453

ハ
ン

ブ
ル

ク
市

102
156

166
171

180
160

147
152

187
226

233
332

341
348

388
480

996
ヘ

ッ
セ

ン
州

73
104

150
276

266
265

274
400

486
532

528
501

477
481

637
757

2,001
メ

ク
レ

ン
ブ

ル
ク

＝
フ

ォ
ア

ポ
ン

メ
ル

ン
州

33,031
21,903

18,170
15,857

14,154
13,246

11,846
11,433

10,614
10,015

9,455
8,636

7,990
7,534

7,110
6,793

6,423
6,042

ニ
ー

ダ
ー

ザ
ク

セ
ン

州
225

232
285

296
406

496
520

620
725

667
667

880
1,058

2,546
ノ

ル
ト

ラ
イ

ン
＝

ヴ
ェ

ス
ト

フ
ァ

ー
レ

ン
州

98
101

175
498

548
490

556
831

1,215
1,105

1,138
1,361

1,219
1,135

1,583
1,913

5,905
ラ

イ
ン

ラ
ン

ト
＝

プ
フ

ァ
ル

ツ
州

23
19

31
84

105
95

101
152

182
214

229
250

250
258

411
454

1,450

ザ
ー

ル
ラ

ン
ト

州
20

2
8

35
51

46
40

104
101

83
101

120
100

108
300

582
1,904

ザ
ク

セ
ン

州
71,510

45,425
39,876

34,294
32,853

29,910
27,401

25,125
24,333

22,281
20,871

19,696
17,572

15,969
15,280

14,607
14,066

13,280
ザ

ク
セ

ン
＝

ア
ン

ハ
ル

ト
州

43,745
23,180

20,984
19,470

18,270
15,726

13,861
12,985

12,107
11,141

10,321
9,658

8,186
7,631

6,434
6,576

6,420
6,124

シ
ュ

レ
ス

ヴ
ィ

ヒ
＝

ホ
ル

シ
ュ

タ
イ

ン
州

19
22

33
66

64
58

64
127

135
207

199
199

237
260

364
438

815

テ
ュ

ー
リ

ン
ゲ

ン
州

39,053
25,301

17,130
16,530

16,137
14,748

13,479
12,740

12,210
11,470

11,002
10,052

9,482
8,778

8,232
7,681

7,387
7,070

出
所

：（
N
iederm

ayer 2009: 11-12）
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

併
し
た
こ
と
で
党
員
数
は
一
気
に
六
〇
〇
〇
人
近
く
に
ま
で
拡
大
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
特
徴
的
な
州
が
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
で
あ
る
。
ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
州
で
は
一
〇
〇
人
に
達
す
る
程
度
の
党
員
数
し
か
い
な
か
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
二
〇
〇
〇
人
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
が
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
お
膝
元
で
あ
り
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
活
動
も
極
め
て
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ

る
。政

党
合
併
を
通
じ
て
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
党
員
が
合
流
し
た
こ
と
に
よ
り
、
左
派
党
は
、
東
ド
イ
ツ
地
域
だ
け
で
な
く
西
ド
イ
ツ
地
域
に
も
一

定
の
党
基
盤
を
も
つ
政
党
へ
発
展
し
た
。
こ
の
党
基
盤
の
拡
充
は
、
そ
の
後
の
一
連
の
州
議
会
選
挙
や
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の

成
績
に
も
一
定
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
党
に
と
っ
て
合
併
の
最
大
の
目
標
は
、
全
て
の
ド
イ
ツ
地
域
に
支
持
基
盤
を
持
つ
左
派
政
党
と
な
り
、
連
邦
議
会
に
安
定
的
な
勢
力

と
し
て
定
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
七
年
の
正
式
合
併
以
降
の

州
レ
ベ
ル
の
議
会
選
挙
、
お
よ
び
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
の
選
挙
結
果
も
考
察
し
て
お
こ
う
。

表
4
は
、
正
式
合
併
直
前
（
約
一
ヶ
月
前
）
に
行
わ
れ
た
ブ
レ
ー
メ
ン
市
議
会
選
挙
以
降
、
州
レ
ベ
ル
の
議
会
選
挙
に
お
け
る
左
派
党

の
選
挙
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
色
の
つ
い
て
い
る
州
が
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
五
月
に
行
わ
れ
た
ブ
レ
ー
メ

ン
市
議
会
選
挙
で
は
八
・
四
％
の
得
票
率
で
七
議
席
を
獲
得
し
、
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
レ
ベ
ル
議
会
で
初
め
て
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

翌
二
〇
〇
八
年
初
旬
に
行
わ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
議
会
選
挙
で
も
、
大

幅
に
得
票
率
を
伸
ば
し
、
い
ず
れ
の
州
・
市
で
も
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。
同
年
九
月
に
行
わ
れ
た
バ
イ
エ
ル
ン
州
議
会
選
挙
で
は
得
票

率
が
五
％
を
下
回
り
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
極
め
て
保
守
的
な
同
州
で
四
・
四
％
の
得
票
率
を
得
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
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で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
〇
〇
九
年
に
入
り
、
一
月
に
行
わ
れ
た

ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
五
・
四
％
の
得

票
率
を
得
て
、
二
〇
〇
八
年
の
同
州
議
会
選

挙
に
続
き
議
席
の
確
保
に
成
功
し
た
。
八
月

に
は
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
地
元
で
あ
る
ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
州
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
西
ド

イ
ツ
地
域
の
州
で
あ
り
な
が
ら
、
得
票
率
は

実
に
一
九
％
増
の
二
一
・
三
％
と
な
り
、
第

二
党
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
二
四
・
五
％
に
迫
る

ほ
ど
の
成
績
を
上
げ
た
。
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州

議
会
選
挙
と
同
日
に
は
、
東
ド
イ
ツ
地
域
の

二
つ
の
州
、
ザ
ク
セ
ン
州
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
州
で
も
州
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
い
ず

れ
も
二
〇
％
を
超
え
る
支
持
を
獲
得
し
て
第

二
党
の
地
位
を
維
持
し
た
。
同
年
九
月
二
七

日
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
と
同
時
に
、

表 4　二〇〇七年以降の州レベルでの左派党の選挙結果
州議会選挙 選挙日 得票率 議席数

西ドイツ地域 ブレーメン市議会選挙 2007年 5 月13日 8.4%
（＋6.7） 7

左派党として最初の州レベル
議会選挙。
同市議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ヘッセン州議会選挙 2008年 1 月27日 5.1%
（＋5.1%） 6 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ニーダーザクセン州議
会選挙 2008年 1 月27日 7.1%

（＋6.6%） 11 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ハンブルク市議会選挙 2008年 2 月24日 6.4%
（＋6.4%） 8 同市議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 バイエルン州議会選挙 2008年 9 月28日 4.4%
（＋4.4%）

西ドイツ地域 ヘッセン州議会選挙 2009年 1 月18日 5.4%
（＋0.3%） 6

西ドイツ地域 ザールラント州議会選
挙 2009年 8 月30日 21.3%

（＋19.0%） 11 同州議会で初めて議席獲得。

東ドイツ地域 ザクセン州議会選挙 2009年 8 月30日 20.6%
（－3.0%） 29

東ドイツ地域 テューリンゲン州議会
選挙 2009年 8 月30日 27.4%

（＋1.3%） 27

東ドイツ地域 ブランデンブルク州議
会選挙 2009年 9 月27日 27.2%

（－0.8%） 26

西ドイツ地域 シュレスヴィヒ＝ホル
シュタイン州議会選挙 2009年 9 月27日 6.0%

（＋5.2%） 6 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ノルトライン＝ヴェスト
ファーレン州議会選挙 2010年 5 月 9 日 5.6%

（＋2.5%） 11 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ハンブルク市議会選挙 2011年 2 月20日 6.4%
（±0%） 8

東ドイツ地域 ザクセン＝アンハルト
州議会選挙 2011年 3 月20日 23.7%

（－0.4%） 29

西ドイツ地域 バーデン＝ヴュルデン
ブルク州議会選挙 2011年 3 月27日 2.8%

（－0.3%）

西ドイツ地域 ラインラント＝プファ
ルツ州議会選挙 2011年 3 月27日 3.0%

（＋0.4%）

西ドイツ地域 ブレーメン市議会選挙 2011年 5 月22日 5.6%
（－2.8%） 5
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

東
ド
イ
ツ
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
地
域
の
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
も
州
議
会
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
い
ず
れ
の
州
で
も
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。

二
〇
一
〇
年
五
月
に
は
、
ド
イ
ツ
最
大
の
人
口
を
抱
え
、
各
党
に
と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
で
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
前
回
二
〇
〇
五
年
選
挙
で
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
と
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
共
に
選
挙
に
参
加
し
て
惨
敗
し
た
州

で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
選
挙
で
は
、
得
票
率
を
二
・
五
％
上
積
み
し
て
五
・
六
％
と
し
、
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。

二
〇
一
一
年
二
月
に
行
わ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
議
会
選
挙
で
は
、
前
回
二
〇
〇
八
年
選
挙
に
続
き
六
・
四
％
の
得
票
率
を
上
げ
て
議
席

を
獲
得
し
た
。
同
年
三
月
に
は
東
ド
イ
ツ
地
域
の
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
、
西
ド
イ
ツ
地
域
の
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
で
州
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
で
は
二
三
・
七
％
の
得
票
率
で
第
二
党

の
地
位
を
維
持
し
た
一
方
で
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
議
会
選
挙
お
よ
び
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
議
会
選
挙
で
は

五
％
を
下
回
る
得
票
率
し
か
上
げ
ら
れ
ず
、
議
会
に
進
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
直
近
の
州
議
会
選
挙
で
あ
る
ブ
レ
ー
メ
ン
市
議

会
選
挙
で
は
、
得
票
率
は
下
が
っ
た
も
の
の
、
前
回
二
〇
〇
七
年
選
挙
に
続
い
て
五
％
を
ク
リ
ア
し
て
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。

二
〇
一
一
年
六
月
の
時
点
で
、
左
派
党
は
、
ド
イ
ツ
全
一
六
州
（
西
ド
イ
ツ
地
域
一
一
州
、
東
ド
イ
ツ
地
域
五
州
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
も
西

ド
イ
ツ
地
域
に
あ
る
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
を
の
ぞ
く
、
一
三
の
州

議
会
・
市
議
会
で
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。

で
は
、
連
邦
議
会
選
挙
で
の
左
派
党
の
成
績
に
は
合
併
効
果
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
表
5
は
、
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙

の
選
挙
結
果
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
全
体
で
の
得
票
率
で
は
、
左
派
党
は
得
票
率
を
三
・
二
％
伸
ば
し
て
二
桁
の
一
一
・
九
％
と
し
、
前
回

二
〇
〇
五
年
選
挙
に
続
い
て
第
四
党
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
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東
西
別
で
の
得
票
率
を
見
て
み
る
と
、
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
二
八
・
五
％
を
記
録
し
、

第
一
党
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
二
九
・
八
％
に
肉
薄
し
て
い
る
。
他
方
で
、
西
ド

イ
ツ
地
域
で
も
、
前
回
二
〇
〇
五
年
選
挙
か
ら
三
・
四
％
増
と
な
る
八
・
三
％
を
上
げ
た
。

ド
イ
ツ
の
総
人
口
は
約
八
三
〇
〇
万
人
で
あ
る
が
、
人
口
分
布
は
西
ド
イ
ツ
地
域
に

偏
っ
て
お
り
、
西
ド
イ
ツ
地
域
に
は
東
ド
イ
ツ
地
域
の
約
三
倍
の
人
々
が
居
住
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
、
西
ド
イ
ツ
地
域
で
の
支
持
基
盤
を
構
築
し
な
い
限
り
、

連
邦
議
会
で
の
安
定
し
た
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
連

邦
議
会
選
挙
で
は
、
左
派
党
は
、
西
ド
イ
ツ
地
域
に
お
い
て
も
五
％
を
は
る
か
に
超
え

る
得
票
率
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
全
ド
イ
ツ
地
域
に
支
持
基
盤
を
も
つ
政

党
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

左
派
党
が
東
ド
イ
ツ
の
地
域
政
党
か
ら
脱
却
し
て
西
ド
イ
ツ
地
域
に
も
安
定
し
た
支

持
基
盤
を
も
つ
政
党
と
な
り
、
得
票
率
で
も
一
〇
％
近
く
を
獲
得
す
る
勢
力
に
な
っ
た

こ
と
で
、
ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
も
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
を
特
徴
づ
け
て
き
た
連
政
権
形
成
パ
タ
ー
ン
、
す
な
わ
ち

「
二
大
政
党
＋
一
小
政
党
」
に
よ
る
連
合
政
権
が
成
立
し
な
い
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
戦
に
お
い
て
は
、
政
権
形
成
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
可
能

表 5　二〇〇九年連邦議会選挙結果

政党
得票率

議席数
全ドイツ 西ドイツ地域 東ドイツ地域

CDU/CSU 33.8%
（－1.4%）

34.6%
（－2.8%）

29.8%
（＋4.5%）

239
（＋13）

SPD 23.0%
（－11.2%）

24.1%
（－11.0%）

17.9%
（－12.5%）

146
（－76）

FDP 14.6%
（＋4.7%）

15.4%
（＋5.2%）

10.6%
（＋2.6%）

 93
（＋32）

緑の党 10.7%
（＋2.6%）

11.5%
（＋2.7%）

6.8%
（＋1.6%）

 68
（＋17）

左派党 11.9%
（＋3.2%）

8.3%
（＋3.4%）

28.5%
（＋3.2%）

 76
（＋22）
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
第
一
党
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
選
挙
戦
を
通
じ
て
Ｆ
Ｄ
Ｐ
と
の
連
合
政
権
形
成
を
表
明
し
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
側
で
も
、
選
挙
一
週
間
前
に
開
か
れ
た
特
別
党
大
会
で
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
の
連
合
形
成
を
明
確
に
表
明
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／

Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
組
み
合
わ
せ
で
過
半
数
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
二
大
政
党
の
大
連
合
政
権
が
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
予
想

さ
れ
た
。
他
に
も
二
大
政
党
の
い
ず
れ
か
と
二
つ
の
小
政
党
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
＋
Ｆ
Ｄ
Ｐ
＋
緑
の
党
の
「
ジ
ャ

マ
イ
カ
連
合
」、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
＋
Ｆ
Ｄ
Ｐ
＋
緑
の
党
の
「
信
号
連
合
」、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
＋
緑
の
党
＋
左
派
党
の
連
合
政
権
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
連
合
に
つ
い
て
は
選
挙
戦
を
通
じ
て
各
党
か
ら
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
て
い
た
。

連
邦
レ
ベ
ル
に
お
け
る
左
派
党
の
連
合
政
権
参
加
の
可
能
性
は
、
現
時
点
で
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
連
合
政
権
を
形
成
す
る
政
党
は
、

自
他
共
に
連
合
参
加
能
力
（K

oalitionsfähigkeit

）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
州
レ
ベ
ル
で
の
政
権
参
加
の

十
分
な
経
験
や
、
政
策
面
で
の
他
党
へ
の
接
近
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
点
か
ら
見
て
左
派
党
は
ま
だ
連
合
参
加
能
力
を
有
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
を
経
て
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
の
大
連
合
政
権
ま
で
政
権
政
党
の
地
位
を
享
受
し
て

き
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
党
の
政
策
を
右
傾
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、
左
派
グ
ル
ー
プ
の
反
発
お
よ
び
離
脱
を
引
き
起
こ
し
て

き
た
た
め
、
今
後
の
政
策
的
方
向
性
と
し
て
再
び
左
派
寄
り
の
政
策
位
置
へ
と
移
動
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

政
権
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
緑
の
党
だ
け
で
な
く
左
派
党
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

五　

展
望

本
稿
で
は
、
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
を
参
照
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
左
派
党
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
の
考

察
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
含
意
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
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リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
に
関
し
て
言
う
と
、
リ
ス
ク
を
負
う
よ
う
な
決
定
・
行
動
が
相
手
の
信
頼
を
高
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
交
渉
が

前
進
す
る
と
い
う
点
は
、
ド
イ
ツ
左
派
党
の
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
極
め
て
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

互
恵
的
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
は
、
政
党
指
導
部
の
交
渉
な
ど
で
は
あ
る
程
度
容
易
に
観
察
可
能
か
も
し

れ
な
い
が
、
作
業
部
会
の
間
で
の
交
渉
で
は
観
察
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
政
党
合
併
は
、
そ
の
交
渉
の
成
否
そ

の
も
の
が
政
党
の
将
来
の
行
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
実
務
的
な
交
渉
に
関
し
て
は
非
公
開
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
点
で
作
業
部
会
の
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
の
分
析
に
は
困
難
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
で
示
さ

れ
て
い
た
、
作
業
部
会
の
リ
ス
ク
を
負
う
よ
う
な
決
定
・
行
動
で
あ
る
公
式
化
作
業
の
抑
制
、
お
よ
び
範
囲
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
低
減
に
つ

い
て
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
方
が
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
を
取
り
、
そ
れ
を
他
方
が
認
識
し
、
態
度
や
戦
略
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
つ
ま
り
互

恵
的
信
頼
が
生
ま
れ
る
と
い
う
と
き
、
そ
の
信
頼
を
い
か
に
測
定
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
リ
ー
ズ
ら
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
実
際
に
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
で
事
例
を
考
察
し
て
み
る
と
、
互
恵
的
信
頼
が
構
築
さ
れ
た
の
か
否
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
分
析
枠
組
み
は
、
リ
ー
ズ
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
政
党
合
併
に
関
す
る
研
究
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
も
目
的

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
大
き
な
価
値
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
政
党
合
併
に
つ
い
て
、
合
併
を
行
う
理
由
の
分
析
と
、

実
際
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
と
を
分
け
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
政
党
合
併
が
失
敗
し
た
ケ
ー
ス
を
考

え
た
と
き
、
そ
の
失
敗
の
原
因
が
、
合
併
の
目
的
に
関
す
る
相
違
や
齟
齬
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
進
め
方

を
め
ぐ
る
対
立
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
政
党
合
併
が
政
党
研
究
の
一
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
概
念
や
分
析
枠
組
み
に
つ
い
て

の
さ
ら
な
る
議
論
の
積
み
重
ね
と
と
も
に
、
日
本
も
含
め
さ
ら
に
多
く
の
事
例
に
つ
い
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
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付
記
〕
本
稿
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